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●LumiTrax™で欠陥をより見やすく
●欠陥やほこりをAI（ディープラーニング）で検出
●多面検査の運用を簡単に

AI外観検査センサ FIS-200
LumiTrax™＋AI欠陥検出

1面が3分で設定できても100面だと運用がたいへんです
欠陥をAIに学習させることで、全ての面をひとつの共通データで検査を実行します

“良品と同じならばOK”もし良品にバラツキが無ければ、
この方法で外観検査は完璧です。しかし必ずバラツキが存
在します。 弊社はこの良品バラツキを統計的に処理するア
ルゴリズムを搭載した外観検査装置1000台以上に関わっ
てきました。
AI 外観検査センサ FIS-200 は画像処理ライブラリ
HALCONのディープラーニング機能を採用。より柔軟に
良品バラツキを処理できるようになり良品率を大きく改善
しました。 
お客様の声で進化を続けており、今回はディープラーニン
グの別手法、セマンティックセグメンテーション機能を実
装し、AI欠陥検出を実現しています。

プラスチック部品などの小型部品を秒2個以上の速度で、
表裏外観検査を行う装置です。基本アルゴリズムは「良品と
同じならばOK」という簡単で確実な手法。搬送方法もシン
プルで、さまざまな検査対象物に対応します。 
LumiTrax™による形状欠陥の可視
化、FIS-200 によるAI 検査にも対応
可能です。 
生産数から当初3台の計画で導入を
開始したところ、1号機が想定以上の
効果を上げ、3号機はキャンセルに
なったという逸話を持ちます。
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株式会社オービット

LumiTrax™はキーエンスの登録商標です。

「ガラミちゃん」
マスコットキャラクター

オービット公式YouTubeチャンネル



2022国際ロボット展 デモンストレーション

5 実行

1 ロボットで撮像ルートを設定 

2 ロボットで撮像し画像ファイルに保存 

4 マーキング済み画像を学習 

3 画像ファイルに対して欠陥部分をマーキング

動作環境
CPU:Core i9-9900K
GPU :RTX3090
CAMERA:Keyence VJ(200万画素)

検査速度 : 約40ms/1視野
※AI欠陥検出のみHALCONディープラーニングツール

FIS-200

約300枚で3時間ほど

約1時間


